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実験研究目的
本実験研究では破堤口拡幅段階への移行速度を低下させることで氾濫流量を低減、

その結果、氾濫域の被害規模を軽減する技術を提案することを目的とする。
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社会的要請
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堤防決壊の頻発
河川整備が進んでいる今日でも豪
雨による洪水被害の激甚化
例えば令和元年東日本台風では142
か所で堤防決壊（①）

気候変動の影響
気候変動の影響により、洪水によ
る被害がさらに頻発化・激甚化する
ことが懸念

「流域治水」への転換
河川の流域のあらゆる関係者が協
働して流域全体で行う治水対策「流
域治水」への転換が推進（②）

「粘り強い河川堤防」
越水した場合であっても「粘り強
い河川堤防」の整備を危機管理対応
として実施すべきとしている

①令和元年東日本台風による堤防決壊発生箇所

「流域治水」の施策のイメージ



これまでの破堤実験で得られた主な成果とR5年度からの実験研究
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①破堤拡幅進行過程 ②破堤開口幅および累積氾濫流量の時系列変化

・千代田実験水路等を用いた越水破堤実験では、①４つのStepを経て堤防決壊が進行する
こと、②破堤拡幅段階に切り替わる( )と氾濫流量が急増することなどを明らかにした。
・R5年度からの実験研究では、破堤口拡幅段階へ切り替わる( )速度を低減することで氾
濫流量を低減し、氾濫域の被害規模を軽減する技術を提案することを目的とする。



・開発した技術を現場実装するた
め、実際の重機や資材を用いた
検証が可能な千代田実験水路を
活用

・破堤拡幅段階への切り替わりポ
イントを踏まえ、移行速度低減
方法の検討
・移行速度低減方法の実現に向け
た具体的な工法の検討と効果の
検証
・堤防強化工法は「粘り強い堤
防」との併用することも考慮。

・越水による堤体侵食から破堤拡
幅段階へ切り替わる現象に着目
した実験を行い、拡幅現象へ切
り替わるポイントの理解

実験研究フロー
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①破堤拡幅段階への
移行現象の理解

②移行速度低減技術の
検討と減災効果検証

③現場実装に向けた
検証↑

実験
水路

つくばにある千代田実験水路の
縮尺模型（1/20）

堤防 氾濫域

千代田実験水路を用いた
越水破堤実験

2tブロックを用いた拡幅抑制工の
効果検証実験（H26）


